
Ⅴ　高等教育（高等専門学校・短期大学・大学・大学院）段階における教育

（１）現在通っている学校（Ⅵ問１）

　現在通っている学校を尋ねたところ、「大学」が50.0％（23人）、「高等専門学校」が17.4％

（８人）となっている。

（２）現在通っている学校の設置主体（Ⅵ問２）

　通っている学校の設置主体で最も多かったのは、「私立」で41.3％（19人）であり、次いで

「公立」が26.1％（12人）、「国立」が15.2％（７人）となっている。

（３）現在の学校に通うこととなった契機（複数回答）（Ⅵ問３）

　現在の学校に通うこととなったきっかけを見ると、「本人が自分で情報を集めて希望したか

ら」が45.7％（21人）と最も多く、次いで「学びたい分野があるから」が41.3％（19人）、「将

来の就職に有利だから」が26.1％（12人）となっている。
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現在の学校に通うこととなった契機（複数回答） ①

卒業生や在
学生のなか
に、自分と
同じ障害を
持つ人が大
勢いるから

将来の就職
に有利だか

ら

学びたい分
野があるか

ら

親が情報を
集めて希望
したから

本人が自分
で情報を集
めて希望し
たから

親の会で紹
介されたか

ら

医療機関に
紹介された
から

利用してい
た施設や機
関で紹介さ
れたから

71219521002

15.226.141.310.945.70.00.04.3

現在通っている学校

合　計回答なしその他大学院大学短期大学高等専門学校

468702308

100.017.415.20.050.00.017.4

現在通っている学校の設置主体

合　計回答なし私立公立国立

46819127

100.017.441.326.115.2

 ②

回答者数回答なしその他

以前に在籍
していた学
級では学校
と関係機関
との連携が
よくなかっ
たから

以前、在籍
していた学
級では教員
（学校）の
理解が足り
なかったか

ら

以前、在籍し
ていた学級
では（いじめ
などにより）
人間関係が
うまくいかな
かったから

以前、在籍
していた学
級の勉強に
ついていけ
なかったか

ら

46940011

100.019.68.70.00.02.22.2



（４）高校段階で通っていた学校・学級（Ⅵ問５）

　高校段階で通っていた学校・学級を尋ねたところ、「全日制高校」が32.6％（15人）と最も多

く、次いで「特別支援学校高等部」が28.3％（13人）、「定時制高校」、「通信制高校」、及び「特

別支援学校専攻科」がいずれも2.2％（１人）となっている。

　在籍していた学級の人数は、「全日制高校」では「31～40人」が73.3％（11人）と最も多く、

次いで「41人以上」が13.3％（２人）となっている。「定時制高校」では「31～40人」が１人で

あった。「特別支援学校高等部」では「１～５人」が46.1％（６人）と最も多く、次いで「11～

20人」が30.8％（４人）、「６～10人」23.1％（３人）となっている。「特別支援学校専攻科」で

は「６～10人」が１人であった。

（５）現在受けている教育の満足度（Ⅵ問６）

　現在受けている教育に満足しているか尋ねたところ、“満足（「満足している」及び「やや満

足している」の合計）”が69.5％（32人）、“満足していない（「あまり満足していない」及び

「満足していない」の合計）”が10.9％（５人）であった。
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高校段階で在籍していた学校・学級

回答者数回答なしその他
特別支援学
校専攻科

特別支援学
校高等部

通信制高校定時制高校全日制高校

461141131115

100.023.98.72.228.32.22.232.6

高校段階で在籍していた学級の人数（全日制高校）

合　計回答なし41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

1512110010

100.06.713.373.30.00.06.70.0

高校段階で在籍していた学級の人数（定時制高校）

合　計41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

1010000

100.00.0100.00.00.00.00.0

高校段階で在籍していた学級の人数（特別支援学校高等部）

合　計41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

13000436

100.00.00.00.030.823.146.1

高校段階で在籍していた学級の人数（特別支援学校専攻科）

合　計41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

1000010

100.00.00.00.00.0100.00.0



（６）現在受けている教育に満足している理由（複数回答）（Ⅵ問７）

　問６で「満足している」又は「やや満足している」と回答した人の満足している理由を見る

と、「希望していた教育内容だから」が53.1％（17人）と最も多く、次いで「障害に対する教員

の理解があるから」が34.4％（11人）、「自分のニーズに応じた支援・指導内容だから」と「障

害に対する友人の理解があるから」がともに25.0％（８人）となっている。
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（７）現在受けている教育に満足していない理由（複数回答）（Ⅵ問８）

　問６で「あまり満足していない」又は「満足していない」と回答した人の満足していない理

由を見ると、「自分のニーズに応じた支援がもっと必要だと思うから」が80.0％（４人）と最も

多く、次いで「障害学生就学支援が充実していないから」と「障害に対する友人の理解がない

から」がともに40.0％（２人）となっている。

（８）障害学生修学支援サービスの有無（Ⅵ問９）

　現在通っている学校に障害学生修学支援サービスがあるか尋ねたところ、「ある」と回答した

人が37.0％（17人）、「わからない」と回答した人が26.1％（12人）であった。

（９）障害学生修学支援ネットワークの有無（Ⅵ問10）

　現在通っている学校に障害学生修学支援ネットワークがあるか尋ねたところ、「ある」と回答

した人が17.4％（８人）、「わからない」と回答した人が41.3％（19人）であった。

（10）卒業後の希望進路（Ⅵ問11）

　卒業後の進路の希望は、「就職」が47.8％（22人）と最も多く、次いで「進学」が21.7％（10

人）となっている。
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現在受けている教育に満足していない理由（複数回答） ①

障害に対する
教員の理解が
ないから

授業料等の費
用負担に満足
していないか

ら

施設のバリア
フリー化が十
分ではないか

ら

必要な施設・
設備の整備が
十分ではない

から

障害学生修学
支援が充実し
ていないから

希望していた
教育内容とは
違うから

自分のニーズ
に応じた支援
がもっと必要
だと思うから

1001204

20.00.00.020.040.00.080.0

 ②

回答者数その他

進路について
の相談・支援
が充実してい
ないから

将来の就職に
適した教育内
容ではないか

ら

必要な情報を
得ることがで
きないから

障害に対する
友人の理解が
ないから

510012

100.020.00.00.020.040.0

障害学生修学支援サービスの有無

合　計回答なしわからないないある

461412317

100.030.426.16.537.0

障害学生修学支援ネットワークの有無

合　計回答なしわからないないある

46131968

100.028.341.313.017.4



（11）進路の選択での悩みの有無（Ⅵ問12）

　進路を選択するに当たって悩んでいることが「ある」と回答した人が43.6％（20人）であっ

たのに対して、「ない」と回答した人が30.4％（14人）であった。

（12）進路の選択で悩んでいる理由（複数回答）（Ⅵ問13）

　問12で「ある」と回答した人の進路選択に当たって悩んでいる理由を見ると、「進路が決まっ

ていないから」が55.0％（11人）と最も多く、次いで「自分の適性が分からないから」が50.0％

（10人）、「希望している職業についての情報がないから」、「相談にのってくれる人がいないから」、

「進みたい進路の学費が高いから」及び「進みたい進路についての情報の集め方が分からないか

ら」がいずれも15.0％（３人）となっている。
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進路の選択で悩んでいる理由（複数回答） ①

進みたい進路
について先生
と意見が合わ
ないから

進みたい進路
について家族
と意見が合わ
ないから

進みたい進路
の学費が高い

から

相談にのって
くれる人がい
ないから

希望している
職業について
の情報がない

から

自分の適性が
分からないか

ら

進路が決まっ
ていないから

003331011

0.00.015.015.015.050.055.0

 ②

回答者数回答なしその他
友人ができな
いかもしれな
いから

在宅になるか
もしれないか

ら

進みたい進路
についての情
報の集め方が
分からないから

2013103

100.05.015.05.00.015.0



（13）進路の選択に当たって、学校で指導してほしかったこと（複数回答）（Ⅵ問14）

　進路選択に当たって、学校で指導してほしかった（指導してほしい）こと、又は学校に対す

る要望を尋ねたところ、「資格取得のための支援の充実」が55.0％（11人）と最も多く、次いで

「社会人や職業人による講演・講話」と「就職部等における相談体制の充実」がともに40.0％

（８人）となっている。

（14）進路の選択で悩んでいない理由（複数回答）（Ⅵ問15）

　問12で「ない」と回答した人の悩んでいない理由を見ると、「進路が決まっているから」が

50.0％（７人）と最も多くなっている。

（15）進路が決まった契機（複数回答）（Ⅵ問16）

　問15で「進路が決まっているから」又は「自分の適性が分かっているから」と回答した人に、

そのきっかけを尋ねたところ、「学校の先生の助言」が最も多くなっている。
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進路の選択に当たって、学校で指導してほしかったこと（複数回答）

回答者数回答なしその他
学校の先
生の助言

就職部等
における
相談体制
の充実

資格取得
のための
支援の充
実

就職説明
会や就職
支援セミ
ナー等の
充実

社会人や
職業人に
よる講
演・講話

就業体験
（インター
ンシップ）
などの体
験学習

20236811486

100.010.010.015.030.040.020.040.030.0

進路の選択で悩んでいない理由（複数回答）

回答者数回答なしその他

進路を決め
るまでに時
間があるか

ら

家族が進路
先を決めて
くれると思
うから。

学校が進路
先を決めて
くれると思
うから。

自分の適性
が分かって
いるから

進路が決ま
っているか

ら

142040017

100.014.30.028.60.00.07.150.0

進路が決まった契機（複数回答） ①

卒業生の体験
談と助言

家族の助言
学校の先生の

助言
現在通ってい
る学校の授業

就職説明会や
就職支援セミ
ナー等

社会人や職業
人による講
演・講話

就業体験（イ
ンターンシッ
プ）などの体
験学習

0132010

0.012.537.525.00.012.50.0

 ②

回答者数回答なしその他
テレビや本な
どの情報から

アルバイト
就職部等にお
ける進路相談

813011

100.012.537.50.012.512.5


